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令和６年度一般会計予算令和６年度一般会計予算13５億円13５億円
　令和６年度当初予算は、議員全員で構成する予算決算常任委員会において、3月12～13日の２日間、集
中的に審議し、いずれも原案のとおり可決すべきものと決しました。
　令和６年度一般会計予算は、１３５億円で、昨年度と比較して５億２０0万円の増額となっています。
　昨年度と比較すると、自治体DX推進経費や社会保障関係費の増額、文化交流センター建設などの大型
事業の計上、子育て世帯への支援の拡充等により大幅な増額となっています。
　主な事業の内容を要約し報告します。

令和６年度　各会計別当初予算額

主な新規事業

（千円） （％）

13,502,000
6,932,091
2,359,154
458,515
2,802,768

2,673
200

505,881
358,202
322,421
72,942
441
3,151

103.9
102.4
99.0
109.6
101.5
97.2
100.0
101.1
135.9
97.0
122.3
82.6
100.0

2,287,468
1,898,318
1,050,697
2,831,487
47,225

2,319,052
1,554,618
1,244,563
268,572

13,502,000

110.1
105.5
96.7
100.3
100.0
109.3
99.2
105.8
89.2
103.9

令和６年度 一般会計当初予算性質別
（千円） （％）

会  計  別 予 算 額 前年比
一　般　会　計
特　別　会　計
国民健康保険事業
後期高齢者医療
介護保険事業
住宅新築資金等事業
土地取得
水道事業

下水道事業

収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支

犀川財産区管理会
城井財産区管理会

自治体システム標準化対応システム構築事業
保育所等保育料無償化事業
保育所等副食費無償化事業
地域猫・飼猫不妊手術事業
やすらぎ苑空調設備更新事業
雑草堆肥化事業
消防団員作業服・ヘルメット購入事業
防災行政無線再整備事業（豊津地区）
スクールバス購入事業
小学校外壁改修事業
豊津小学校旧校舎解体事業
豊津中学校屋上防水事業

文化交流センター建設事業

小宮豊隆生誕140周年記念事業
学校給食無償化事業

2,792
6,989
80,365
25,116
13,272
624

20,000
951

15,606
11,200
33,627
55,011
284,700
39,811

1,021,994

2,092
82,535

性　質　別 予 算 額 前年比
人件費
扶助費
公債費
普通建設事業費
災害復旧事業費
物件費
補助費等
繰出金
その他
合    計

事業名 概　要 担当課 令和６年度
予算額（千円）

議会事務局
総務課
行政経営課
子育て・健康
支援課

住民課

産業振興課

総務課

学校教育課

生涯学習課

学校教育課

需用費、委託料、使用料及び賃借料、備品購入費

委託料
委託料
３歳以上給食賄材料費、負担金補助及び交付金
役務費、負担金補助及び交付金
工事請負費
管理委託料
需用費、備品購入費
設計委託料
車両購入費
工事請負費（黒田小：22,407千円、久保小：32,604千円）
設計委託料、監理委託料、調査委託料、工事請負費
監理委託料、工事請負費

旅費、展示品作成委託料、調査委託料
賄材料費（小中学生給食費無償化）

賞品代、申請手数料、設計委託料、測量設計委託料、
監理委託料（R6～7継続費）、工事請負費（R6～7
継続費、付帯工事）、負担金補助及び交付金

ペーパーレス会議システム（タブレット端末）
導入事業

みやこ町議会だより　第78号　2



3　みやこ町議会だより　第78号
一般
会
計
予
算

（
柿
野
義
直
）庁
議
室
の
改
修
と
あ

る
が
、ど
の
よ
う
な
活
用
を
考
え
て
い
る

の
か
。

（
総
務
課
長
）会
議
室
の
利
用
方
法

が
限
定
的
な
た
め
、機
能
を
十
分
に
使
え

る
よ
う
に
電
子
化
を
図
る
。

（
六
田一美
）地
域
課
題
解
決
支
援
補

助
金
は
、事
業
に
対
し
て
か
、話
し
合
い

の
場
づ
く
り
に
対
し
て
か
。

（
観
光
ま
ち
づ
く
り
課
長
）グ
ル
ー
プ

で
決
め
た
こ
と
を
区
単
位
で
話
し
合
い
を

持
って
解
決
し
て
も
ら
う
た
め
の
も
の
。

（
熊
谷
み
え
子
）高
齢
者
等
介
護
の

困
難
支
援
と
し
て
の
移
動
販
売
は
、今

後
地
域
を
増
や
す
見
込
み
や
要
望
は
な

い
の
か
。

（
保
険
福
祉
課
長
）要
望
が
あ
れ
ば
増

や
し
て
い
き
た
い
。

（
岩
村
宗一郎
）す
ど
り
の
里
の
お
風

呂
の
利
用
者
数
は
。

　

 　　
　
　
　
　

（
保
険
福
祉
課
長
）令
和
６
年
２
月
の

月
間
利
用
者
が
１
４
３
２
人
。町
内
が

65
％
、町
外
が
35
％
。月
間
１
０
０
０
人

を
超
え
る
利
用
が
あ
る
。

（
岩
村
宗
一
郎
）母
子
手
帳
ア
プ
リ

「
み
や
こ
っ
こ
」は
ど
の
よ
う
な
内
容
を

掲
載
す
る
予
定
な
の
か
。

（
子
育
て・健
康
支
援
課
長
）妊
娠
か

ら
育
児
ま
で
の
情
報
を
提
供
し
て
い
く
予

定
。（

熊
谷
み
え
子
）シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
が
家
庭
の
木
を
切
り
、リ
レ
ー
セ
ン

タ
ー
に
搬
入
す
る
場
合
、産
業
廃
棄
物

扱
い
と
な
る
。粉
砕
機
を
貸
し
出
し
、そ

の
場
で
粉
砕
し
堆
肥
と
し
て
処
理
で
き

れ
ば
、搬
入
も
な
く
ご
み
の
減
量
化
に
つ

な
が
る
の
で
は
。

　

 

（
副
町
長
）雑
草
を
は
じ
め
と
し
た
堆

肥
化
に
向
け
た
取
り
組
み
も
実
験
的
に

や
って
い
く
。

（
飯
本
秀
夫
）特
産
品
と
位
置
付
け

て
い
る
品
目
は
。

　

 

（
観
光
ま
ち
づ
く
り
課
長
）獣
肉
を

「
み
や
こ
ジ
ビ
エ
」と
し
て
販
売
し
て
い

る
。（

熊
谷
み
え
子
）防
火
水
槽
の
耐
震

基
準
は
ク
リ
ア
し
て
い
る
の
か
。

（
総
務
課
長
）把
握
で
き
て
い
な
い
。

（
熊
谷
み
え
子
）防
災
士
の
資
格
取

得
の
援
助
を
し
て
は
ど
う
か
。

（
総
務
課
長
）職
員
の
研
修
等
を
お
こ

な
い
、資
格
取
得
の
助
成
を
検
討
し
て
い

く
。（

熊
谷
み
え
子
）本
庁
舎
の
防
火
水

槽
を
オ
ー
ル
ス
テ
ン
レ
ス
に
し
て
は
ど

う
か
。

（
総
務
課
長
）今
後
検
討
し
て
い
き
た

い
。（

柿
野
義
直
）家
庭
用
消
火
器
に
対

す
る
補
助
金
や
更
新
時
期
の
啓
発
を
。

 （
総
務
課
長
）初
期
消
火
が
重
要
。家

庭
で
準
備
し
て
い
た
だ
く
の
が
基
本
で
は
な

い
か
と
考
え
る
が
、啓
発
等
は
す
る
必
要
が

あ
る
。助
成
につい
て
は
今
後
の
課
題
。

（
柿
野
義
直
）教
員
の
働
き
方
改
革

で
多
忙
解
消
の
た
め
に
外
部
指
導
者
を

導
入
す
る
と
な
っ
て
い
る
が
。

（
教
育
長
）現
在
、各
中
学
校
に
部
活

動
指
導
員・外
部
指
導
者
と
し
て
17
名
。

来
年
度
か
ら
ど
こ
か
拠
点
に
な
る
学
校一

校
に
外
部
指
導
者
を
位
置
づ
け
る
よ
う

進
め
て
い
く
。

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

（
熊
谷
み
え
子
）は
り
灸
施
術
補
助

金
は
団
体
に
加
入
し
て
い
る
と
こ
ろ
は

対
象
、し
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
は
対
象
で

な
い
。対
策
は
。

（
保
険
福
祉
課
長
）他
の
自
治
体
等
と

情
報
共
有
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
る
。

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

（
熊
谷
み
え
子
）県
は
基
金
の
積
み

増
し
を
し
て
い
る
が
、保
険
料
の
負
担

は
増
え
て
い
る
。負
担
軽
減
で
き
な
い
か

働
き
か
け
を
。

（
保
険
福
祉
課
長
）保
険
料
の
軽
減
、

基
金
の
有
効
活
用
な
ど
要
請
し
て
い
く
。

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

（
熊
谷
み
え
子
）住
宅
改
修
の
相
談

が
で
き
る
体
制
は
あ
る
の
か
。

（
保
険
福
祉
課
長
）高
齢
者
支
援
係
、

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

な
ど
で
相
談
を
受
け
付
け
て
い
る
。

３
月
定
例
会　
委
員
会
審
査
報
告

　
予
算
決
算
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
月
12
日
・
13
日
）

問

問

問問問

問問問問

問

問問問

問問 答

答

答

答答答

答答答答

答答答

答答



みやこ町議会だより　第78号　4
一般
会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）

（
飯
本
秀
夫
）夢
づ
く
り
事
業
は
単

年
度
な
の
か
。

（
観
光
ま
ち
づ
く
り
課
長
）単
年
度
だ

が
、最
長
３
年
ま
で
お
こ
な
う
こ
と
が
で

き
る
。

（
柿
野
義
直
）Ｅ
Ｖ
充
電
器
の
設
置
状

況
は
。

（
行
政
経
営
課
長
）サ
ン・グ
レ
ー
ト
み

や
こ
、伊
良
と
ぴ
あ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
２
か

所
。（

飯
本
秀
夫
）物
価
高
騰
対
応
営
農

継
続
支
援
金
の
対
象
者
数
と
申
請
者
数

は
。

（
農
林
業
振
興
課
長
）経
営
農
家

１
０
０
０
戸
予
定
の
う
ち
申
請
が
約

６
０
０
件
。

（
飯
本
秀
夫
）申
請
漏
れ
の
原
因
は
。

（
農
林
業
振
興
課
長
）農
協・役
場
等

の
窓
口
で
周
知
徹
底
し
た
が
、広
報
が
足

り
な
か
っ
た
と
反
省
し
て
い
る
。

（
柿
野
義
直
）公
営
住
宅
の
建
て
替
え

計
画
は
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
の
か
。

（
建
築
課
長
）み
や
こ
町
公
営
住
宅
長

寿
命
化
計
画
に
基
づ
い
て
お
こ
な
っ
て
い

く
予
定
。

権
利
の
放
棄
に
つ
い
て

　
　
（
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
金
）

（
飯
本
秀
夫
）債
権
放
棄
の
要
件
は
。

（
総
務
課
長
）本
人
死
亡・準
生
活
保

護・生
活
保
護
な
ど
経
済
的
に
返
還
が
困

難
な
場
合
、相
続
人
の
返
還
が
困
難
な
場

合
、連
帯
保
証
人
の
返
還
が
困
難
な
場

合
、こ
の
３
つ
の
要
件
す
べ
て
を
満
た
し
て

い
る
こ
と
。

（
梅
本
智
明
）債
権
回
収
不
能
が

１
０
６
件
程
度
あ
る
が
、総
額
は
。

（
総
務
課
長
）令
和
５
年
度
当
初
で

２
億
２
８
９
６
万
４
５
４
０
円
。

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推

進
に
関
す
る
条
例
の
制
定

（
飯
本
秀
夫
）電
磁
記
録
に
よ
る
作

成
等
と
は
ど
う
い
う
こ
と
を
想
定
し
て

い
る
の
か
。

（
行
政
経
営
課
長
）書
面
等
に
よ
る

作
成
の
際
、署
名・押
印
を
義
務
付
け
て

い
る
も
の
を
電
磁
的
記
録
に
よ
り
お
こ
な

う
際
に
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
で
確
認

で
き
れ
ば
署
名・押
印
の
代
替
と
す
る
も

の
。（

熊
谷
み
え
子
）該
当
す
る
事
項
は
。

（
行
政
経
営
課
長
）こ
の
条
例
自
体
で

何
か
す
る
の
で
は
な
く
、オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
化
の
条
件
を
整
理
し
て
お
く
も
の
。

行
政
手
続
条
例
の一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定

（
熊
谷
み
え
子
）今
ま
で
公
示
送
達

は
掲
示
板
の
み
の
狭
い
範
囲
だ
っ
た
が
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
閲
覧
で
き
る
こ

と
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
等
に
抵
触

し
な
い
の
か
。

（
総
務
課
長
）今
ま
で
の
掲
示
板
で
掲

示
す
る
と
い
う
方
法
も
誰
で
も
閲
覧
で
き

る
状
態
で
あ
っ
た
。今
回
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
公
表
は
、方
法
が
拡
充
し
た
と

い
う
も
の
。

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正（

飯
本
秀
夫
）企
画
・
立
案
・
調
整
は

副
町
長
、国
の
事
業
を
と
っ
て
く
る
の
は

町
長
の
仕
事
で
は
。ど
の
よ
う
な
人
材

を
求
め
て
い
る
の
か
。

（
町
長
）事
業
を
活
用
す
る
部
分
が
弱

い
た
め
、そ
こ
に
た
け
た
か
た
を
政
策
調

整
監
と
し
て
公
募
す
る
。

（
梅
本
智
明
）政
策
調
整
監
と
は
ど

う
い
う
仕
事
を
す
る
の
か
。職
務
内
容

を
明
確
に
。

（
総
務
課
長
）政
策
的
な
立
案
に
関
す

る
こ
と
、各
課
へ
の
横
断
的
な
調
整
な
ど

を
予
定
し
て
い
る
。

（
熊
谷
み
え
子
）任
期
付
き
と
は
ど

れ
く
ら
い
か
。費
用
は
。

（
総
務
課
長
）５
年
以
内
。年
間
給
与

額
が
約
７
４
０
万
円
。

（
梅
本
智
明
）優
秀
な
人
材
が
応
募

し
て
く
れ
る
可
能
性
は
低
い
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。国
か
ら
派
遣
し
て
も
ら

う
と
い
う
こ
と
は
考
え
な
い
の
か
。

令和５年度補正予算 （千円）

【一般会計（第８号）】
【国民健康保険事業特別会計（第２号）】
【介護保険事業特別会計（第４号）】
【水道事業特別会計（第２号）】
　収益的収入および支出
　資本的収入
　資本的支出
【下水道事業特別会計（第１号）】
　収益的収入および支出
　資本的収入および支出

▲249,002
▲2,800
▲93,000

▲2,600
▲14,050
▲12,400

▲24,700
▲2,000

問

　
総
務
産
業
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
月
7
日
）

問

問問問

問問

問問問 問

問問問

答

答

答答答

答答

答答答 答

答答



5　みやこ町議会だより　第78号

（
副
町
長
）優
秀
な
人
材
の
確
保
が
重

要
だ
と
認
識
し
て
い
る
。国
か
ら
派
遣
し

て
も
ら
う
こ
と
も
手
段
の
ひ
と
つ
と
し
て

考
え
て
い
る
。

手
数
料
徴
収
条
例
の一部
を
改
正

（
熊
谷
み
え
子
）多
機
能
端
末
機
に

よ
る
交
付
の
み
が
１
０
０
円
に
変
わ
る

の
か
。窓
口
等
で
の
交
付
は
。

（
住
民
課
長
）マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
用
い
て
、多
機
能
端
末
機
で
交
付
し
た

場
合
に
限
り
１
０
０
円
と
す
る
。期
間
は

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
７
年
３

月
31
日
ま
で
。

（
熊
谷
み
え
子
）み
や
こ
町
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
発
行
状
況
は
。

（
住
民
課
長
）令
和
６
年
２
月
18
日

公
表
の
取
得
率
は
７
９
．３
％
、交
付
件
数

は
１
万
４
５
９
２
件
。

介
護
保
険
条
例
の一部
を
改
正

（
大
束
英
壽
）保
険
料
の
所
得
割
は

い
く
ら
に
な
る
の
か
。

（
保
険
福
祉
課
長
）所
得
割
で
は
な
く
、

基
準
の
保
険
料
と
い
う
も
の
が
あ
る
。み
や

こ
町
で
は
月
額
５
８
０
０
円
。国
の
平
均

は
６
０
１
４
円
。こ
れ
は
第
５
段
階
に
あ

た
る
。

（
柿
野
義
直
）新
し
い
区
分
を
所
得

に
直
す
と
ど
れ
く
ら
い
に
な
る
か
。

（
保
険
福
祉
課
長
）介
護
保
険
料
の一

覧
表
の
と
お
り
。

特
定
教
育・保
育
施
設
及
び
特
定
地
域

型
保
育
事
業
並
び
に
特
定
子
ど
も・子

育
て
支
援
施
設
等
の
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の一部
を
改
正

（
柿
野
直
子
）運
営
規
程
等
を
提
示

し
た
も
の
は
誰
で
も
見
ら
れ
る
の
か
。個

人
情
報
の
心
配
は
。

（
子
育
て・健
康
支
援
課
長
）イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
掲
示
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

だ
れ
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、個
人

情
報
は
含
ま
れ
な
い
。

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正

（
柿
野
直
子
）家
庭
的
保
育
事
業
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
は
今
ど
れ
く
ら
い
あ
る

か
。（

子
育
て・健
康
支
援
課
長
）本
町
に

該
当
す
る
施
設
は
な
い
。

指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の
人
員

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
全
部
を
改
正

（
大
束
英
壽
）今
回
の
改
正
で
人
員

削
減
は
で
き
る
の
か
。

（
保
険
福
祉
課
長
）ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

１
人
あ
た
り
の
担
当
件
数
が
40
未
満
か

ら
45
未
満
と
な
る
。大
規
模
な
と
こ
ろ
は

削
減
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

（
田
中
勝
馬
）居
宅
介
護
支
援
と
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
違
い
は
。

（
保
険
福
祉
課
長
）地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
で
は
要
支
援
１
と
２
の
か
た
約

５
３
０
名
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
立
て
る
。居

宅
介
護
支
援
事
業
所
で
は
要
介
護
１
～

５
の
か
た
約
９
０
０
名
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
を

立
て
る
。

（
田
中
勝
馬
）居
宅
介
護
支
援
の
利

用
者
へ
の
負
担
は
。

（
保
険
福
祉
課
長
）変
わ
り
な
い
。

段階 対象者

介護保険料の一覧表

基準に
対する割合 月額（円）

R3～
R5年度
月額（円）

住民税
世
帯
本
人

第1段階

第2段階
第3段階
第4段階
第5段階
第6段階

第7段階

第8段階

第9段階

第10段階

第11段階

第12段階

第13段階

0.285

0.485
0.685
0.9
1.0
1.2

1.3

1.5

1.7

1.9

2.1

2.3

2.4

1,653

2,813
3,973
5,220
5,800
6,960

7,540

8,700

9,860

11,020

12,180

13,340

13,920

1,740

2,900
4,060
5,220
5,800
6,960

7,540

8,700

9,860

―

―

―

―

80万円以下
120万円以下
120万円超え
80万円以下
80万円超え
120万円未満

120万円以上
210万円未満

210万円以上
320万円未満

320万円以上
420万円未満

420万円以上
520万円未満

520万円以上
620万円未満

620万円以上
720万円未満

720万円以上

・生活保護受給者
・老齢福祉年金受給者非

課
税非
課
税

課
税
年
金
収
入
と
合

計
所
得
金
額
の
合
計

合
計
所
得
金
額

課
税
課
税

R6～R8年度

※第 1段階～第 3段階保険料は、公費軽減適用後の保険料

　
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
月
11
日
）

問 答答問問 答

問

答

答問問

問

問

問答答

答

答

答



可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
－

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
－

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
－

○
○
○
○
○
○
●
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
－

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
－

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
－

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
－

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
－

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
－

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
－

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
－

○
○
○
○
○
○
●
●
●
●
●
○
○
○
●
●
○
－

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
－

梅
本
　智
明

熊
谷
み
え
子

原
田
　和
美

柿
野
　義
直

大
束
　英
壽

中
尾
　昌
廣

飯
本
　秀
夫

小
田
　勝
彦

石
松
　雄
太

六
田
　一
美

柿
野
　直
子

松
本
　潤

岩
村
宗
一
郎

議決
結果

議長は、採決に加わらない。○は賛成、●は反対、欠は欠席、除は除斥。

議員名
議案名

　これからの長いみやこ町の町政を進める上で、今回の政策調整監の役職を町長・副町長が熟考頂いた上で、必要と考え
られたものと理解しています。過去に例がないからと一概に否定するのではなく、町政を推し進めていく事が、我々の責務
ではないでしょうか。
　みやこ町の農業に、林業に、住まいに、高齢者に、何よりこれからのみやこ町を担っていく子ども達の未来のために補助・助成
金の取得に尽力頂ける人材の確保が必要です。
　みやこ町の発展と未来を守っていく為に、今町長がここが弱く、必要と考えるならば、これに反対する理由はないと考えます。

　重要施策の企画立案、推進、管理を行う町長公室の設置とあ
り、国の補助事業を有効に活用するため、データを基にした政
策の立案をする政策調整監を置く。
　副町長と町長との連携を図らずして、この政策調整監を置く
ことは必要なのか。
　この政策調整監は、最大５年間雇用できるが、重要施策に責
任が持てるのか。
　町長、副町長の補完的役割、人材登用が必要か。疑義を問う。

　機構改革及びまちづくりグランドデザインは、みやこ町
の長期的視点で目指すべき将来像と、その実現方法を描
くための策定と言うが、残念ながら全貌が見えてこない。
　公立保育所の民営化、学校の統廃合など、従来どおり踏
襲する姿勢も示され、本質的な子育て支援に逆行するもの
である。
　非正規公務員の増大でなく、実務にたけた専門職員の
雇用が必要と考える。正規の公務員を減らし、安価な非正
規雇用置き換えでは住民サービスの向上は望めない。公
務公共サービスの担い手の育成こそが、まちづくりの根本
に据えられるべき。会計年度任用職員の処遇改善の必要
性も訴え、反対討論とする。

伊良とぴあ館の指定管理者の指定について
令和５年度みやこ町一般会計補正予算（第８号）
令和５年度みやこ町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）
令和５年度みやこ町介護保険事業特別会計補正予算（第４号）
令和５年度みやこ町水道事業特別会計補正予算（第２号）
令和５年度みやこ町下水道事業特別会計補正予算（第１号）
令和６年度みやこ町一般会計予算
令和６年度みやこ町国民健康保険事業特別会計予算
令和６年度みやこ町後期高齢者医療特別会計予算
令和６年度みやこ町介護保険事業特別会計予算
令和６年度みやこ町住宅新築資金等事業特別会計予算
令和６年度みやこ町土地取得特別会計予算
令和６年度みやこ町犀川財産区管理会特別会計予算
令和６年度みやこ町城井財産区管理会特別会計予算
令和６年度みやこ町水道事業特別会計予算
令和６年度みやこ町下水道事業特別会計予算
みやこ町議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について
パンデミック条約締結及び国際保健規則改正に関する請願書 継続

審査

岩村宗一郎 議員
議案第10号 みやこ町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について

熊谷みえ子 議員

議案第１０号  みやこ町職員の給与に関する
                条例の一部を改正する条例の制定について

議案第２７号 みやこ町一般会計予算

賛成討論

反対討論

令和６年第１回定例会を３月4日から３月22日までの19日間にわたり開催しましたので、その議決結果について報告します。

令和６年第１回定例会議案議決結果及び議員別賛否一覧表
梅
本
　智
明

熊
谷
み
え
子

原
田
　和
美

柿
野
　義
直

大
束
　英
壽

中
尾
　昌
廣

飯
本
　秀
夫

小
田
　勝
彦

石
松
　雄
太

六
田
　一
美

柿
野
　直
子

松
本
　潤

岩
村
宗
一
郎

議決
結果

承認

承認

同意

同意

同意

同意

適任
適任

可決

可決
可決
可決

可決

可決
可決
可決
可決

可決

可決

可決

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○
○
○

○

○
○
○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○
○
○

○

○
○
○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○
○
○

○

○
○
○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○
○
○

○

●
○
○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○
○
○

○

○
○
○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○
○
○

○

●
○
○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○
○
○

○

○
○
○
○

○

○

○

○

○

除

○

○

○

○
○

○

○
○
○

○

○
○
○
○

○

○

○

○

○

○

○

除

○

○
○

○
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○

○
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○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
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○
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○

○
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○

○

○
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○
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○

○

○

○
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○
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○

○
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○

○

○

○
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○

○

○

○

○
○

○

○
○
○

○

●
○
●
●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○
○
○

○

○
○
○
○

○

○

○

可決

可決

可決

可決

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

議長は、採決に加わらない。○は賛成、●は反対、欠は欠席、除は除斥。

議員名
議案名

専決処分の承認を求めることについて
（みやこ町手数料徴収条例の一部を改正する条例の制定について）

みやこ町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例の制定について
みやこ町監査委員条例の一部を改正する条例の制定について

みやこ町指定介護予防支援事業者の指定に関し必要な事項並びに
指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防
支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する
基準を定める条例の全部を改正する条例の制定について

みやこ町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する
基準を定める条例の全部を改正する条例の制定について

専決処分の承認を求めることについて
（令和５年度みやこ町一般会計補正予算（第７号））

みやこ町犀川財産区管理会委員の選任について
（中尾昌廣氏）

みやこ町犀川財産区管理会委員の選任について
（柏木主税氏、木森勝則氏、山口邦生氏、濱口敏幸氏、白川孝志氏、荒木友久氏）

みやこ町城井財産区管理会委員の選任について
（大束英壽氏）

みやこ町城井財産区管理会委員の選任について
（野口晴道氏、中野正三氏、沼田弘明氏、青木幸弘氏、和田義弘氏、奥恒行氏）

みやこ町職員の育児休業等に関する条例及びみやこ町会計年度任用職員の
給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について
権利の放棄について（５件）

みやこ町行政手続条例の一部を改正する条例の制定について 
みやこ町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関
する条例の一部を改正する条例の制定について

みやこ町水道事業、簡易水道事業、公共下水道事業及び農業集落排水
事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
みやこ町給水条例及びみやこ町水道技術管理者等の資格基準に
関する条例の一部を改正する条例の制定について

みやこ町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに
特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例の制定について

みやこ町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
督促手数料廃止に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について
みやこ町手数料徴収条例の一部を改正する条例の制定について
みやこ町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について

みやこ町情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例の制定について

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（荒巻芙美子氏）
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（立花薫氏）
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議決
結果

議長は、採決に加わらない。○は賛成、●は反対、欠は欠席、除は除斥。

議員名
議案名

　これからの長いみやこ町の町政を進める上で、今回の政策調整監の役職を町長・副町長が熟考頂いた上で、必要と考え
られたものと理解しています。過去に例がないからと一概に否定するのではなく、町政を推し進めていく事が、我々の責務
ではないでしょうか。
　みやこ町の農業に、林業に、住まいに、高齢者に、何よりこれからのみやこ町を担っていく子ども達の未来のために補助・助成
金の取得に尽力頂ける人材の確保が必要です。
　みやこ町の発展と未来を守っていく為に、今町長がここが弱く、必要と考えるならば、これに反対する理由はないと考えます。

　重要施策の企画立案、推進、管理を行う町長公室の設置とあ
り、国の補助事業を有効に活用するため、データを基にした政
策の立案をする政策調整監を置く。
　副町長と町長との連携を図らずして、この政策調整監を置く
ことは必要なのか。
　この政策調整監は、最大５年間雇用できるが、重要施策に責
任が持てるのか。
　町長、副町長の補完的役割、人材登用が必要か。疑義を問う。

　機構改革及びまちづくりグランドデザインは、みやこ町
の長期的視点で目指すべき将来像と、その実現方法を描
くための策定と言うが、残念ながら全貌が見えてこない。
　公立保育所の民営化、学校の統廃合など、従来どおり踏
襲する姿勢も示され、本質的な子育て支援に逆行するもの
である。
　非正規公務員の増大でなく、実務にたけた専門職員の
雇用が必要と考える。正規の公務員を減らし、安価な非正
規雇用置き換えでは住民サービスの向上は望めない。公
務公共サービスの担い手の育成こそが、まちづくりの根本
に据えられるべき。会計年度任用職員の処遇改善の必要
性も訴え、反対討論とする。

伊良とぴあ館の指定管理者の指定について
令和５年度みやこ町一般会計補正予算（第８号）
令和５年度みやこ町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）
令和５年度みやこ町介護保険事業特別会計補正予算（第４号）
令和５年度みやこ町水道事業特別会計補正予算（第２号）
令和５年度みやこ町下水道事業特別会計補正予算（第１号）
令和６年度みやこ町一般会計予算
令和６年度みやこ町国民健康保険事業特別会計予算
令和６年度みやこ町後期高齢者医療特別会計予算
令和６年度みやこ町介護保険事業特別会計予算
令和６年度みやこ町住宅新築資金等事業特別会計予算
令和６年度みやこ町土地取得特別会計予算
令和６年度みやこ町犀川財産区管理会特別会計予算
令和６年度みやこ町城井財産区管理会特別会計予算
令和６年度みやこ町水道事業特別会計予算
令和６年度みやこ町下水道事業特別会計予算
みやこ町議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について
パンデミック条約締結及び国際保健規則改正に関する請願書 継続

審査

岩村宗一郎 議員
議案第10号 みやこ町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について

熊谷みえ子 議員

議案第１０号  みやこ町職員の給与に関する
                条例の一部を改正する条例の制定について

議案第２７号 みやこ町一般会計予算

賛成討論

反対討論

令和６年第１回定例会を３月4日から３月22日までの19日間にわたり開催しましたので、その議決結果について報告します。

令和６年第１回定例会議案議決結果及び議員別賛否一覧表
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議長は、採決に加わらない。○は賛成、●は反対、欠は欠席、除は除斥。

議員名
議案名

専決処分の承認を求めることについて
（みやこ町手数料徴収条例の一部を改正する条例の制定について）

みやこ町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例の制定について
みやこ町監査委員条例の一部を改正する条例の制定について

みやこ町指定介護予防支援事業者の指定に関し必要な事項並びに
指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防
支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する
基準を定める条例の全部を改正する条例の制定について

みやこ町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する
基準を定める条例の全部を改正する条例の制定について

専決処分の承認を求めることについて
（令和５年度みやこ町一般会計補正予算（第７号））

みやこ町犀川財産区管理会委員の選任について
（中尾昌廣氏）

みやこ町犀川財産区管理会委員の選任について
（柏木主税氏、木森勝則氏、山口邦生氏、濱口敏幸氏、白川孝志氏、荒木友久氏）

みやこ町城井財産区管理会委員の選任について
（大束英壽氏）

みやこ町城井財産区管理会委員の選任について
（野口晴道氏、中野正三氏、沼田弘明氏、青木幸弘氏、和田義弘氏、奥恒行氏）

みやこ町職員の育児休業等に関する条例及びみやこ町会計年度任用職員の
給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について
権利の放棄について（５件）

みやこ町行政手続条例の一部を改正する条例の制定について 
みやこ町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関
する条例の一部を改正する条例の制定について

みやこ町水道事業、簡易水道事業、公共下水道事業及び農業集落排水
事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
みやこ町給水条例及びみやこ町水道技術管理者等の資格基準に
関する条例の一部を改正する条例の制定について

みやこ町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに
特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例の制定について

みやこ町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
督促手数料廃止に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について
みやこ町手数料徴収条例の一部を改正する条例の制定について
みやこ町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について

みやこ町情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例の制定について

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（荒巻芙美子氏）
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（立花薫氏）
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議会議会 活動活動 報告報告のの をを します！します！
活動報告 １月から３月までの議会及び議長の主な活動を報告します。

1月  7日(日)
1月10日(水)
1月12日(金)
1月13日(土)
1月16日(火)
1月30日(火)
2月  5日(月)

2月13日(火)
2月16日(金)

二十歳の集い
みやこ町新年のあいさつ会
福岡県町村議会議長会 議員研修会
令和６年みやこ町消防出初式
九州周防灘地域議会連携協議会
基地対策特別委員会視察研修
行橋京都メディカルセンター
組合議会 定例会
人口減少問題対策特別委員会視察研修
行橋市・みやこ町清掃施設組合議会 定例会

2月20日(火)

2月21日(水)

2月22日(木)
3月  2日(土)
3月16日(土)
3月17日(日)
3月26日(火)

みやこ町まちづくり
グランドデザイン進捗状況説明会

令和6年第1回京築地区
水道企業団議会 定例会
福岡県町村議会議長会 定期総会
みやこ町文化協会10周年記念式典
豊津小学校閉校式
祓郷小学校閉校式
令和5年度みやこ町高齢者大学・
女性学級合同閉講式

件　名月　日 月　日 件　名

人口減少問題対策特別委員会視察研修
2月13日㊋ 13時30分～15時30分

田中　勝馬　　中尾　昌廣　　六田　一美
梅本　智明　　小田　勝彦　　石松　雄太　
柿野　直子　　岩村宗一郎
石松雄太委員

研修を快く受け入れてくださった奈義町様
ありがとうございました！

基地対策特別委員会要望活動
1月30日㊋
防衛省、衆・参議院議員会館
田中　勝馬　　飯本　秀夫　　柿野　義直
大束　英壽　　中尾　昌廣　　小田　勝彦
柿野　直子
柿野義直委員

◀
鬼
木
防
衛
副
大
臣
と

日　時

場　所

参加者

報告者

日　程

場　所

参加者

報告者

岡山県奈義町

　2024年１月30日に議員会館をたずね、地域になじみのある国
会議員に騒音対策などの要望書を手渡し、陳情をおこなった。
　その後、町内の基地周辺１０区でつくる基地対策委員会の皆
様と合流し、防衛省に陳情をおこなった。
　鬼木誠防衛副大臣から御挨拶を受け、担当課長から要望書
への回答があった。
　要望内容は次の4つである。

1, 騒音地域の見直し、防音工事の対象施設などの拡大
2, 国が買い取った土地の草刈り時期、回数の改善
3, 国から出ている補助金の年度内の早期の交付および一般
    財源化の要請
4, 安全対策の徹底と事故発生時の迅速な情報開示の要請

　 担当課長からはいずれも「前向きに検討する」との回答で
あった。今後も働きかけを強め、要望事項を実現していかなけ
ればならないと考える。

　子育て支援施設「なぎチャイルドホーム」は、就学前の子育て
支援機能に加え、地域交流の場としての世代間交流や、就学児
童の放課後場所づくり、一時預かり保育など、多機能的に子育
て支援に関わる拠点となっていた。
　奈義町には、多くの子育て支援策があるが、そのほとんどが
議員提案だということには驚いた。議員が町民目線でしっかり
提案し町が耳を傾け政策として実現していく流れは見習うべ
きであると感じた。

みやこ町議会だより　第78号　8
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機
動
力
の
あ
る
救
助
活
動
は

で
き
な
い
。

　
そ
こ
で
、「
生
き
が
い
対
策
」

を
兼
ね
た
集
落
版
オ
レ
ン
ジ

カ
フ
ェ
や
配
食
サ
ー
ビ
ス
を

行
政
が
推
奨
す
べ
き
だ
。

観
光
ま
ち
づ
く
り
課
長　
継

続
的
活
動
の
き
っ
か
け
支
援

と
し
て
「
地
域
課
題
解
決
支

援
補
助
金
」
を
新
設
す
る
の

で
、
防
災
活
動
や
生
き
が
い

対
策
等
に
有
効
活
用
し
て
も

ら
い
た
い
。

産
業
誘
致
、
農
林
業
問
題
に

つ
い
て

問
雇
用
の
創
生
お
よ
び
税

収
確
保
の
た
め
に
も
高
速
道

路
に
ア
ク
セ
ス
す
る
道
路
網

を
充
実
さ
せ
、
多
種
産
業
の

誘
致
を
図
る
べ
き
と
考
え
る

が
。

町
長　
既
存
施
設
を
生
か
し

た
地
域
主
体
の
利
用
を
優
先

し
て
検
討
し
た
上
で
、
町
民

の
利
益
に
つ
な
が
る
産
業
を

誘
致
。

問
水
張
り
５
年
ル
ー
ル
は
、

不
在
地
主
と
の
利
用
権
解
除

に
つ
な
が
り
、
荒
廃
農
地
の

増
加
は
必
至
で
あ
る
が
、
行

政
と
し
て
の
対
策
は
あ
る
か
。

農
林
業
振
興
課
長
水
田
の

荒
廃
化
は
、
景
観
や
防
犯
、

防
災
面
に
お
い
て
も
好
ま
し

く
な
い
の
で
、
施
策
を
検
討

し
て
い
く
。

問
堆
肥
づ
く
り
に
早
速
取

り
組
ん
で
い
た
だ
い
た
が
、

将
来
の
堆
肥
舎
を
見
据
え
た

条
件
で
刈
草
や
も
み
殻
を
原

料
に
再
度
、
堆
肥
試
験
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

農
林
業
振
興
課
長　
示
さ
れ

た
原
料
は
、
産
業
廃
棄
物
の

位
置
づ
け
に
あ
り
、
使
用
条

件
を
整
備
し
、
規
模
拡
大
し

た
試
験
を
実
施
す
る
。

問
地
産
地
消
の
観
点
か
ら
、

給
食
セ
ン
タ
ー
あ
る
い
は
量

販
店
向
け
農
作
物
生
産
で
所

得
向
上
を
図
れ
な
い
か
。

農
林
業
振
興
課
長　
地
産
地

消
の
観
点
と
直
売
所
へ
の
搬

出
等
の
拡
大
の
た
め
、
様
々

な
野
菜
の
生
産
拡
大
を
図
って

い
き
た
い
。

問
林
道
は
、伐
採
お
よ
び
植

樹
を
適
正
に
実
施
す
る
上
で

必
要
で
あ
る
。ま
た
、災
害
時

の
迂
回
路
と
し
て
も
広
く
利

用
で
き
る
の
で
、早
急
に
整
備

を
。

町
長　

広
域
林
道
で
カ
バ
ー

し
て
い
る
と
考
え
る
が
、
詳

細
を
調
べ
検
討
す
る
。

遊
休
施
設
に
つ
い
て

問
遊
休
公
共
施
設
の
試
験

的
活
用
は
大
い
に
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
公
共
施
設
所
定

の
手
続
き
を
経
ず
、
す
で
に

利
用
し
て
い
る
が
な
ぜ
か
。

ま
た
規
定
は
。

財
政
課
長　
管
理
規
定
等
の

定
め
は
な
く
、
公
有
財
産
の

検
討
会
議
や
財
産
審
議
会
を

経
て
、
地
域
住
民
に
よ
る
団

体
に
貸
し
出
し
て
い
る
。

飯
いいもと

本　秀
ひ で お

夫　議員

防災はまず「むらづくり」が基本で
はないか

自助、共助が最も大切と考える

問

答

問

問

問

問

問

問

観
光
ま
ち
づ
く
り
課
長

町
長

町
長

農
林
業
振
興
課
長

農
林
業
振
興
課
長

農
林
業
振
興
課
長

財
政
課
長

産
業
誘
致
、農
林
業
問
題
に

つ
い
て

遊
休
施
設
に
つ
い
て

問

地域課題解決支援補助金とは
地域住民が自主的に行う地域活動に要す
る経費に対して交付する補助金のこと
対象：行政区
条件：次の３点を了承していただく
　　　①ホームページへの掲載
　　　②広報紙への掲載
　　　③事例発表会等に参加
上限：１行政区１つの事業のみ 10万円/年度
問合せ先：行政経営課地域経営係  ☎32-2511
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梅
うめもと

本　智
ともあき

明　議員

問
町
長
就
任
後
約
２
年
、

こ
の
間
の
取
組
み
の
自
己
評

価
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長　
こ
の
２
年
間
は
、
体

制
固
め
や
計
画
づ
く
り
な
ど

苗
床
を
作
り
、
種
を
ま
く
作

業
を
お
こ
な
っ
た
。
住
民
の
皆

様
に
変
化
を
感
じ
る
取
組
み

で
な
く
、
申
し
訳
な
く
思
う
。

問
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
進

捗
状
況
と
今
後
の
具
体
的
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

町
長　
令
和
５
年
度
に
基
本

計
画
、
令
和
６
年
度
に
実
施

計
画
の
策
定
を
お
こ
な
う
。

事
業
実
施
年
数
や
予
算
総
額

な
ど
は
実
施
計
画
で
示
す
。

問
３
つ
の
拠
点
、
金
額
面
も

マ
ン
パ
ワ
ー
も
必
要
に
な
る
。

ど
こ
か
１
カ
所
を
優
先
的
に

モ
デ
ル
的
に
進
め
、
そ
の
状

況
に
よ
り
他
の
２
つ
の
拠
点

を
進
め
る
と
い
う
考
え
は
な

い
か
。

町
長　
全
て
を
町
職
員
だ
け

で
や
る
と
な
る
と
マ
ン
パ
ワ
ー

不
足
に
な
る
。
官
民
連
携
の

団
体
が
で
き
る
な
ら
ス
ピ
ー

ド
は
上
が
る
。
現
段
階
で
ど

こ
を
優
先
的
に
と
い
う
よ
り
、

そ
う
い
う
体
制
が
可
能
か
ど

う
か
の
見
極
め
が
重
要
と
考

え
る
。

問
地
域
農
業
、
農
地
の
保

全
に
も
必
要
不
可
欠
な
営
農

組
織
に
ど
の
よ
う
な
対
策
を

講
じ
て
い
る
か
。

農
林
業
振
興
課
長　
今
年
度

か
ら
来
年
度
に
か
け
て
集
落

営
農
組
織
連
絡
協
議
会
で
各

営
農
等
の
状
況
を
精
査
し
、

情
報
収
集
を
お
こ
な
い
、
情

報
交
換
の
場
も
設
定
し
た
い
。

機
構
改
革
に
つ
い
て

問
政
策
調
整
監
の
設
置
、

い
わ
ゆ
る
ス
ー
パ
ー
公
務
員

と
言
わ
れ
る
方
が
み
や
こ
町

に
来
て
い
た
だ
け
る
の
か
。

副
町
長　
そ
う
簡
単
に
来
て

い
た
だ
け
る
か
は
難
し
い
。
た

だ
そ
の
手
段
、
状
況
を
作
る

こ
と
が
必
要
で
提
案
し
た
。

発
達
障
が
い
の
現
状
と
対
策

問
発
達
障
が
い
の
確
認
方

法
及
び
相
談
窓
口
、支
援
対

策
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長　
子
育
て
・
健
康
支
援

課
で
お
こ
な
っ
て
い
る
１
歳
半

健
診
、
３
歳
健
診
に
よ
り
確

認
し
て
い
る
。
ま
た
、
発
育

相
談
を
受
け
、
町
の
療
育
支

援
事
業
の
た
ん
ぽ
ぽ
教
室
で

臨
床
心
理
士
、
言
語
聴
覚

士
、
作
業
療
法
士
に
よ
り
訓

練
等
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
必

要
に
応
じ
障
が
い
児
通
所
支

援
サ
ー
ビ
ス
等
も
紹
介
し
て
い

る
。

昭
和
１
０
０
年
を
迎
え
る
に

あ
た
っ
て

問
昭
和
の
元
号
考
案
者
、

吉
田
学
軒
は
み
や
こ
町
出

身
、
昭
和
１
０
０
年
記
念
事

業
の
取
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　
記
念
事
業
や
博
物

館
で
の
企
画
展
示
な
ど
昭
和

に
ち
な
ん
だ
催
し
の
開
催
を

検
討
し
て
い
る
。
特
別
な
企

画
や
事
業
は
、
今
後
、
関
係

者
の
意
見
や
情
報
等
も
伺
う

中
で
、
町
の
歴
史
や
特
性
に

沿
っ
た
具
体
的
な
計
画
を
組

み
立
て
た
い
。

大変難しい質問、しっかり頑張って
いく

内田町長の約２年間、点数は何点か問

答

町
長

町
長

副
町
長

農
林
業
振
興
課
長

昭
和
１
０
０
年
を
迎
え
る
に

あ
た
っ
て

発
達
障
が
い
の
現
状
と
対

策 機
構
改
革
に
つ
い
て

町
長

町
長

教
育
長

マンガふるさとの偉人「吉田兄弟物語」
（発行元：みやこ町）

問問問

問

問 問

問
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問
学
校
な
ど
公
共
施
設
の

女
性
ト
イ
レ
の
環
境
に
つ
い

て
は
コ
ロ
ナ
感
染
を
機
に
生

理
の
貧
困
が
可
視
化
さ
れ
、

そ
の
対
応
が
全
国
に
広
が
っ

て
い
る
。小
中
学
校
の
生
理

用
品
の
配
布
、ト
イ
レ
に
常
備

す
る
等
現
状
を
伺
う
。

町
長　
小
中
学
校
で
は
ト
イ

レ
に
常
備
す
る
形
で
な
く
、

希
望
者
に
保
健
室
で
配
布
す

る
方
法
と
な
っ
て
い
る
。公
共

施
設
で
は
、現
状
は
女
性
活
躍

推
進
事
業
と
し
て
役
場
、図

書
館
等
で
配
布
し
て
お
り
、女

性
ト
イ
レ
の
洗
面
所
に
設
置

し
て
い
る
引
き
換
え
カ
ー
ド
を

施
設
の
窓
口
に
持
参
す
る
と

生
理
用
品
１
セ
ッ
ト
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
る
。

問
生
理
用
品
の
提
供
場
所

を
保
健
室
の
ほ
か
に
設
け
る

な
ど
、児
童・生
徒
が
安
心
し

て
入
手
で
き
る
よ
う
に
工
夫

が
必
要
だ
が
、ど
う
対
応
さ

れ
て
い
る
か
。

学
校
教
育
課
長　
各
学
校
で

検
討
の
上
、保
健
室
で
配
布
し

て
い
る
。今
後
の
在
り
方
に
つ

い
て
は
学
校
の
養
護
教
諭
の

定
例
会
議
、養
護
部
会
で
意

見
を
聞
い
て
み
た
い
。

小
学
校
の
教
育
方
針
に
つ
い

て問
動
物
の
飼
育
に
よ
る
情

操
教
育
が
お
こ
な
わ
れ
て
き

た
か
と
思
っ
て
い
る
が
、復
活

さ
せ
る
考
え
は
な
い
か
。ま

た
、廃
止
状
況
に
な
っ
て
い
る

根
拠
を
伺
う
。

教
育
長　
現
在
、飼
育
小
屋

を
設
け
て
動
物
飼
育
を
お
こ

な
っ
て
い
る
学
校
は
町
内
に
は

な
い
。２
０
０
０
年
代
に
入
っ

て
、た
び
た
び
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
流
行
が
全
国
的
な
問

題
と
な
る
中
で
、各
学
校
長
の

判
断
で
、次
第
に
飼
育
小
屋
が

閉
鎖
さ
れ
、現
在
に
至
る
。命

の
教
育
が
重
要
で
あ
る
こ
と

は
今
も
昔
も
変
わ
る
も
の
で
な

い
。総
合
的
な
学
習
の
時
間
、

道
徳
の
時
間
を
通
じ
て
命
の

教
育
は
今
後
と
も
積
極
的
に

推
進
し
て
い
く
。

問
数
字
で
は
表
せ
な
い
と
思

う
が
、動
物
飼
育
の
効
果
は

あ
っ
た
と
考
え
る
か
。

教
育
長　
命
の
大
切
さ
、
愛

す
る
心
あ
る
い
は
思
い
や
り

の
心
等
間
違
い
な
く
育
っ
て

い
る
と
思
っ
て
い
る
。
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
は
じ
め
、

ウ
サ
ギ
の
菌
が
人
に
う
つ
る

よ
う
な
こ
と
を
考
え
た
と

き
、
ど
う
し
て
も
学
校
だ
け

で
は
限
界
が
あ
る
。

町
営
住
宅
入
居
者
の
公
募
に

つ
い
て

問
町
営
住
宅
に
空
き
室
が

あ
れ
ば
定
期
的
で
な
く
、随

時
公
募
を
お
こ
な
い
、希
望
者

に
少
し
で
も
早
く
入
居
で
き

る
よ
う
に
で
き
な
い
か
。

町
長　
現
在
、
町
営
住
宅
の

定
期
募
集
を
１
年
間
に
４
回

程
度
と
す
る
と
規
定
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
に
沿
っ
て
定
期

募
集
を
実
施
し
て
い
る
。
応

募
件
数
が
募
集
戸
数
を
下
回

る
状
況
も
踏
ま
え
、
今
後
は

入
居
可
能
な
住
宅
を
有
効
に

活
用
す
べ
く
、
空
き
家
状
況

を
確
認
し
、
随
時
募
集
を
実

施
す
る
。

柿
か き の

野　直
な お こ

子　議員

学校・公共施設での生理用品配布
の現状は

保健室や１１の公共施設で配布し
ている

問

答

町
長

学
校
教
育
課
長

町
営
住
宅
入
居
者
の
公
募

に
つ
い
て

小
学
校
の
教
育
方
針
に
つ
い

て

町
長

教
育
長

教
育
長

問問

問

問

問

生理用品引き換えカード
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小
お だ

田　勝
かつひこ

彦　議員

問
給
食
費
助
成
の
対
象
者

は
。

教
育
長　
町
立
小
中
学
校
に

通
う
児
童
・
生
徒
。
助
成
方

法
は
免
除
。

問
免
除
の
対
象
数
は
。

学
校
教
育
課
長　
小
学
生
７

２
１
名
、
中
学
生
３
９
２
名
、

合
計
１
１
１
３
名
。

問
町
外
か
ら
通
学
し
て
い
る

児
童
・
生
徒
数
は
。

学
校
教
育
課
長　
小
学
生
１８

名
、
中
学
生
３８
名
、
合
計
５６

名
。

問
区
域
外
通
学
し
て
い
る
児

童
・
生
徒
は
免
除
の
対
象
と

な
る
の
か
。

教
育
長　
町
立
小
中
学
校
に

通
う
児
童
・
生
徒
が
対
象
。

町
内
か
ら
町
外
に
区
域
外
通

学
し
て
い
る
児
童
・
生
徒
は

対
象
外
。

問
町
内
か
ら
町
外
に
区
域

外
通
学
し
て
い
る
児
童
・
生

徒
は
、
学
校
給
食
費
条
例
や

規
定
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
の

か
。

学
校
教
育
課
長　
学
校
給
食

法
第
４
条
の
規
定
に
よ
り
町

立
小
中
学
校
に
在
学
し
て
な

い
児
童
・
生
徒
は
学
校
給
食

と
い
う
点
に
お
い
て
は
無
償
化

の
対
象
外
。

問
町
内
に
在
住
す
る
児
童
・

生
徒
で
格
差
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

学
校
教
育
課
長　
み
や
こ
町

の
大
切
な
子
ど
も
た
ち
で
あ

り
、
無
償
化
へ
の
事
務
手
続

き
、
支
援
の
手
法
な
ど
調
査

研
究
を
お
こ
な
う
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問
対
象
者
、
時
期
に
つ
い

て
。

町
長　
町
内
に
在
住
す
る
保

護
者
及
び
児
童
が
対
象
。令

和
６
年
４
月
か
ら
実
施
予
定
。

問
３
歳
児
か
ら
５
歳
児
に
つ

い
て
は
。

町
長　
国
の
制
度
で
保
育
料

は
無
償
化
さ
れ
て
お
り
、
副

食
費
に
対
し
４
７
０
０
円
を

上
限
と
し
て
助
成
す
る
。

問
０
歳
児
か
ら
２
歳
児
に
つ

い
て
は
。

町
長　
現
在
、
保
育
料
は
世

帯
の
状
況
に
応
じ
て
免
除
や

軽
減
は
あ
っ
た
が
徴
収
し
て
お

り
、
副
食
費
は
徴
収
さ
れ
て

い
な
い
。
今
後
、
保
育
料
の

無
償
化
を
実
施
す
る
。

若
者
向
け
住
宅
に
つ
い
て

問
若
者
向
け
定
住
促
進
の

状
況
に
つ
い
て
は
。

町
長　
若
者
世
帯
の
定
住
及

び
地
域
活
性
化
を
推
進
す
る

目
的
で
犀
川
今
里
地
区
に
平

成
２６
年
に
１６
戸
の
提
供
を
お

こ
な
って
い
る
。

　
退
去
者
１８
件
中
１３
件
が
町

内
に
転
居
し
て
い
る
。
一定
の

効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

問
若
者
向
け
住
宅
の
建
設
に

つ
い
て
は
。

町
長　

建
設
計
画
は
な
い
。

有
効
的
な
建
設
地
の
選
定
や

多
額
の
建
設
費
な
ど
、
今
後

ま
ち
づ
く
り
の
骨
格
と
な
る
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
と
の
融
合
を

図
り
、
建
設
計
画
に
つ
い
て

検
討
す
る
。

令和６年度より、給食費の全額免
除を実施する

学校給食費、保育料の無償化の対
策は問

答

若
者
向
け
住
宅
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

教
育
長

教
育
長

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

問問問問問

問問

問 問

問問
保育料無償化のチラシ
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問
昨
年
９
月
議
会
で
も
質

問
し
た
が
、今
ま
で
作
物
を

作
っ
て
こ
ら
れ
た
方
々
や
、こ

れ
か
ら
農
業
を
始
め
た
い
と

思
う
方
々
も
含
め
個
人
農
業

者
へ
の
支
援
は
出
来
な
い
か
。

町
長　
み
や
こ
町
に
は
必
要

な
生
産
活
動
と
認
識
し
て
い

る
の
で
、財
源
面
を
考
慮
し
な

が
ら
、農
業
ビ
ジ
ョ
ン
等
に
基

づ
く
施
策
を
検
討
し
実
施
し

て
い
く
。

森
林
の
間
伐
材
の
活
用
に
つ

い
て

問
子
ど
も
た
ち
が
木
の
大

切
さ
を
学
ぶ
為
、学
校
給
食

に
使
用
す
る
食
器
等
に
加
工

を
考
え
て
い
た
だ
け
な
い
か
。

町
長　
衛
生
面
や
管
理
方
法

等
、課
題
が
多
く
困
難
と
考

え
て
い
る
。

問
小
学
校
で
よ
く
使
う
お

ぼ
ん
等
か
ら
、木
製
に
変
え
た

り
は
で
き
な
い
か
。

農
林
業
振
興
課
長　
今
後
、

林
業
に
お
い
て
出
て
き
た
間

伐
材
等
使
用
方
法
に
つ
い
て

は
検
討
し
て
い
く
。

放
置
竹
林
に
つ
い
て

問
管
理
が
行
き
届
か
な
い
で

荒
廃
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
山

が
た
く
さ
ん
あ
る
が
、ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

町
長　
み
や
こ
町
に
は
、
４

０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
竹
林
と

な
って
お
り
、タ
ケ
ノ
コ
の
生
産

に
活
用
さ
れ
て
い
る
も
の
は一

部
で
、多
く
の
竹
林
が
放
置
さ

れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

今
後
、竹
林
と
し
て
の
活
用
が

見
込
め
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、

ス
ギ
、ヒ
ノ
キ
等
の
植
樹
を
行

な
い
、普
通
林
と
し
て
管
理
で

き
な
い
か
作
業
を
進
め
る
。

問
ス
ギ
、ヒ
ノ
キ
以
外
に
植

え
る
こ
と
は
出
来
な
い
か
。

農
林
業
振
興
課
長　
現
在
、

考
え
て
い
る
の
は
、ス
ギ
、ヒ
ノ

キ
で
何
ら
か
の
収
益
を
得
ら

れ
れ
ば
と
の
考
え
だ
が
当
然
、

広
葉
樹
等
の
植
樹
も
検
討
し

て
い
い
と
考
え
て
い
る
。

問
竹
は
粉
砕
し
チ
ッ
プ
に
し

て
田
畑
に
ま
く
と
良
い
土
壌

改
良
材
に
な
る
。ま
た
、注
目

さ
れ
て
い
る
竹
を
利
用
し
た

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
や
竹

紙
等
、日
用
品
と
し
て
も
生

ま
れ
変
わ
り
、み
や
こ
町
の
産

業
の
活
性
化
に
も
期
待
で
き

る
と
思
う
が
。

町
長　
現
在
、S
D
Gｓ
の
観

点
か
ら
も
、今
後
、積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

松
まつもと

本　潤
じゅん

　議員

第一次産業を問う

農業ビジョン等に基づく施策を検
討する

問

答

放
置
竹
林
に
つ
い
て

森
林
の
間
伐
材
の
活
用
に
つ

い
て

町
長

町
長

町
長

農
林
業
振
興
課
長

農
林
業
振
興
課
長

町
長

問問

問問

問

問

みやこ町内の竹林
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原
は ら だ

田　和
か ず み

美　議員

問
旧
豊
津
町
で
は
、
防
衛

省
か
ら
騒
音
等
の
地
元
対
策

と
し
て
、
交
付
金
等
補
助
金

が
来
て
い
る
が
、
ど
の
様
に

使
わ
れ
て
い
る
か
分
か
ら
な

い
。
今
な
お
地
元
住
民
は
騒

音
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
が
、

行
政
は
何
の
対
策
を
し
て
い

る
の
か
。
そ
の
使
用
内
容
の

明
確
な
説
明
を
求
む
。

町
長　
令
和
５
年
度
に
つ
い
て

は
、
道
路
整
備
事
業
９
件
、

水
道
管
改
良
事
業
４
件
、
基

金
積
立
３
件
で
あ
る
。
地
域

別
配
分
は
、
勝
山
地
区
１１
％
、

犀
川
地
区
１５
％
、
豊
津
地
区

７４
％
で
あ
り
、
騒
音
の
激
し

い
通
称
１０
区
は
、
１９
％
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
令
和
４
年

度
よ
り
農
業
施
設
の
工
事
に

対
す
る
負
担
金
の
減
額
、
公

民
館
等
の
電
気
代
助
成
を
実

施
し
て
い
る
。

問
交
付
金
等
補
助
金
は
、

７４
％
の
配
分
と
の
回
答
で
あ

る
が
、
５
億
円
の
補
助
金
で

あ
る
な
ら
３
億
５
千
万
余
り

の
金
額
だ
か
ら
、
地
元
負
担

金
が
い
ら
な
い
の
で
は
。
ま

た
、
公
民
館
の
設
備
修
繕
に

費
用
を
回
せ
る
の
で
は
。

町
長　
地
元
の
負
担
感
が
軽

減
さ
れ
る
よ
う
に
、
も
っ
と
厚

く
使
う
べ
き
と
い
う
意
見
に
基

づ
き
、
使
い
方
に
つ
い
て
も
、

担
当
課
と
検
討
す
る
。

要
望　

今
後
は
、町
長
が
よ

く
協
議
し
て
、騒
音
に
悩
ま
せ

た
り
し
て
い
る
地
元
地
区
の

方
が
、「
町
長
が
し
て
く
れ
て

良
か
っ
た
」と
喜
ぶ
よ
う
な
こ

と
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

み
や
こ
町
の
人
口
減
少
に
つ

い
て

問
高
齢
者
が
多
く
人
口
が

合
併
後
、
数
千
人
減
少
し
未

だ
に
減
少
の
傾
向
に
あ
る
。

人
口
減
少
の
具
体
的
な
原
因

を
把
握
し
て
い
る
の
か
。
ど

の
様
に
対
策
す
る
の
か
。
ま

た
、
若
者
が
町
内
に
来
る
よ

う
な
施
策
を
考
え
て
い
る
の

か
伺
う
。

町
長　
人
口
減
少
は
、
年
間

３
８
０
人
減
少
し
、
自
然
減

が
２
５
６
人
、
社
会
減
が
１

２
４
人
と
な
っ
て
お
り
、
デ
ー

タ
を
分
析
し
、
明
確
な
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た
戦
略
的
な
対

策
と
施
策
の
展
開
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
。
若
者
に
つ

い
て
は
、
子
育
て
支
援
の
拡

充
や
環
境
教
育
の
整
備
を
図

り
、
町
内
外
に
Ｐ
Ｒ
す
る
な

ど
の
施
策
を
進
め
る
。

問
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
つ

い
て
、
専
門
家
の
意
見
を
聞

く
こ
と
は
、
理
解
す
る
が
、

田
舎
の
良
さ
を
知
る
地
元
の

職
員
を
配
置
し
て一緒
に
協
力

し
て
作
成
し
た
ら
ど
う
か
。

町
長　
議
員
の
意
見
ど
お
り

だ
と
思
う
。
今
回
、
外
部
か

ら
入
っ
て
頂
き
、
私
見
で
は

及
ば
な
い
と
こ
ろ
を
や
っ
て
も

ら
って
い
る
。
今
回
の
基
本
計

画
は
、
外
部
の
方
と
職
員
と一

体
に
な
っ
て
作
っ
た
も
の
で
あ

り
、
ま
ち
づ
く
り
の
骨
格
に
な

る
も
の
で
あ
る
が
、
今
後
し
っ

か
り
説
明
を
行
う
。

要
望　
人
口
減
少
は
、
深
刻

な
問
題
で
あ
る
の
で
、
若
い

人
が
ど
ん
ど
ん
み
や
こ
町
に

定
住
で
き
る
よ
う
な
施
策
を

お
願
い
す
る
。

豊津地区の配分は７４％であり、
１０区に対しては１９％である

防衛省の地元騒音対策としての交
付金補助金の使用内容を問う問

答

平成18年
3月末

令和6年
3月末

増減

総人口 ▲ 5,526

世帯数 ▲ 180

合併から現在までの人口比較

み
や
こ
町
の
人
口
減
少
に
つ

い
て

町
長

町
長

町
長

町
長

問問

問

問

要
望

要
望
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問
若
者
向
け
住
宅
の
よ
う

な
住
ま
い
が
、勝
山
地
区
、

豊
津
地
区
に
も
必
要
と
思
う

が
。

町
長　
住
ま
い
の
確
保
が
弱

い
と
感
じ
て
い
る
の
で
、広
く

住
宅
政
策
に
力
を
入
れ
て
い

く
。

問
副
食
費
助
成
に
つ
い
て
伺

う
。

町
長　
各
園
で
徴
収
し
て
い

る
副
食
費
に
対
し
て
４
７
０

０
円
を
上
限
に
助
成
を
お
こ

な
う
。

閉
校
し
た
学
校
に
つ
い
て

問
閉
校
し
た
学
校
の
維
持

管
理
料
は
。

町
長　
旧
節
丸
、柳
瀬
、城
井

３
小
学
校
跡
の
草
刈
り
費
用

と
し
て
約
８０
万
円
。

問
学
校
跡
地
を
使
用
し
た

い
と
い
う
問
い
合
わ
せ
は
な

い
の
か
。

財
政
課
長　
数
件
の
問
い
合

わ
せ
は
あ
る
。

問
学
校
跡
地
を
利
用
す
る

際
、審
査
基
準
は
あ
る
の
か
。

町
長　
具
体
的
に
ま
だ
で
き

て
い
な
い
。

大
谷
翔
平
グ
ロ
ー
ブ
に
つ
い

て問
大
谷
翔
平
グ
ロ
ー
ブ
の
管

理
方
法
は
。

学
校
教
育
課
長　
各
学
校
で

鍵
付
き
ロ
ッ
カ
ー
に
入
れ
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、校
長
室

に
置
い
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
。

問
活
用
状
況
は
。

教
育
長　
令
和
５
年
１２
月
２５

日
に
届
き
、年
内
に
各
学
校
へ

の
配
布
を
終
え
た
。

　
次
の
世
代
に
夢
を
与
え
、勇

気
づ
け
る
た
め
の
シ
ン
ボ
ル
に

な
る
こ
と
を
望
む
と
い
う
大

谷
選
手
の
気
持
ち
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
に
各
学
校
の
自
主

的
な
管
理
の
下
で
有
効
活
用

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

災
害
に
つ
い
て

問
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
更
新

し
て
い
る
が
、周
知
は
ど
の
よ

う
に
行
う
の
か
。

総
務
課
長　
広
報
誌
の
配
布

に
併
せ
て
、各
家
庭
へ
配
布
す

る
。

問
新
た
に
指
定
さ
れ
た
地

区
は
な
い
の
か
。

総
務
課
長　
新
た
に
危
険
地

区
に
指
定
さ
れ
た
地
区
も
あ

る
の
で
、町
民
の
皆
様
に
お
知

ら
せ
す
る
。

問
個
別
避
難
計
画
策
定
状

況
は
。

総
務
課
長　
平
常
時
か
ら
の

情
報
提
供
に
同
意
し
て
頂
い

て
い
る
方
は
４５
名
。計
画
が
作

成
で
き
て
い
る
の
は
、１
世
帯

２
名
。

役
場
職
員
の
働
く
環
境
に
つ

い
て

問
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
は

行
っ
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長　

年
一
回
の
健
康

診
断
に
併
せ
て
実
施
。

問
高
ス
ト
レ
ス
と
判
断
さ
れ

た
職
員
は
。

総
務
課
長　

高
ス
ト
レ
ス
と

判
断
さ
れ
た
職
員
は
い
る
。

問
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
す
る

相
談
体
制
は
。

総
務
課
長　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相

談
員
を
設
置
し
て
い
る
。

石
いしまつ

松　雄
ゆ う た

太　議員

保育料無償化のPR方法について

ＳＮＳ、ホームページ等を使用し
ＰＲする

問

答

閉
校
し
た
学
校
に
つ
い
て

役
場
職
員
の
働
く
環
境
に
つ

い
て

大
谷
翔
平
グ
ロ
ー
ブ
に
つ
い

て

災
害
に
つ
い
て

学
校
教
育
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

町
長

町
長

町
長

町
長

教
育
長

財
政
課
長

問問問問

問問問

問問

問 問問問
大谷翔平グローブ大谷翔平グローブ
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熊
くまがい

谷　み
み え こ

え子　議員

問
地
産
地
消
で
農
業
へ
の
関

心
を
高
め
る
活
動
を
求
め
、

給
食
の
質
を
さ
ら
に
改
善
へ

と
つ
な
げ
る
た
め
、
有
機
野

菜
な
ど
の
使
用
を
増
や
す
こ

と
を
求
め
る
。

　
学
校
給
食
費
無
償
化
を
実

現
し
た
い
と
署
名
を
集
め
る

中
で
、「
安
い
か
ら
我
慢
を
強

い
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
」
と
の
声
も
あ
り
、
給

食
の
充
実
、
有
機
野
菜
の
使

用
を
求
め
る
。

教
育
長　
令
和
４
年
度
の
実

績
で
、
学
校
給
食
へ
提
供
さ

れ
た
農
産
物
の
う
ち
、
米
以

外
の
農
産
物
の
地
場
産
率
は

約
３５
％
で
あ
る
。
さ
ら
に
取

組
み
、
給
食
の
地
場
産
率
の

向
上
に
努
め
た
い
。

　

有
機
野
菜
の
使
用
は
、
限

ら
れ
た
予
算
の
中
、
必
要
な

量
が
確
保
で
き
る
か
な
ど
、

調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

毎
月
１９
日
食
育
の
日
に
合
わ

せ
、
地
場
産
だ
よ
り
を
発
行

し
、
給
食
に
使
用
さ
れ
る
作

物
と
、
そ
の
生
産
農
家
を
紹

介
、
地
場
産
農
産
物
に
親
し

み
、
農
業
に
対
し
関
心
を
持

つ
取
組
を
進
め
て
い
る
。

町
づ
く
り
の
観
点
か
ら
空
き

家
対
策
を

問
空
き
家
対
策
モ
デ
ル
事
業

（
国
土
交
通
省
）
な
ど
が
あ

る
が
、
み
や
こ
町
の
空
き
家

対
策
を
問
う
。

町
長　
放
置
空
き
家
を
防
ぐ

目
的
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
と
、
空
き
家
等
の
適
正

管
理
に
関
す
る
協
定
を
締
結

し
、
協
力
体
制
を
と
る
。
空

家
等
対
策
計
画
の
改
定
を
計

画
し
て
い
る
。

問
空
き
家
の
リ
ー
ス
な
ど
、

活
用
に
改
修
事
業
へ
の
補
助

制
度
を
検
討
し
て
は
ど
う

か
。
所
有
者
等
へ
の
空
き
家

対
策
に
関
す
る
情
報
提
供
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
活
用
し

て
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
。

町
長  

空
き
家
等
活
用
型
起

業
支
援
事
業
補
助
金
が
あ

る
。

　

起
業
す
る
た
め
の
空
き
家

改
修
事
業
の
補
助
金
は
、
町

に
定
住
し
、
条
件
を
満
た

し
、
事
業
を
行
う
物
件
の
増

改
築
の
補
助
対
象
経
費
の
お

よ
そ
３
分
の
２
以
内
で
上
限

２
０
０
万
円
を
交
付
す
る
制

度
。

就
農
希
望
者
の
募
集
、
定
着

を問
町
外
・
町
内
を
問
わ
ず
に

新
規
就
農
希
望
者
が
定
着
す

る
た
め
に
は
、
初
期
投
資
を

抑
え
、
新
規
の
就
農
者
が
取

り
組
め
る
体
制
が
必
要
で
は

な
い
か
。

町
長　
新
た
に
農
業
を
志
す

方
の
相
談
は
、
随
時
受
け
付

け
、
２
市
５
町
合
同
で
開
催

す
る
新
規
就
農
相
談
会
に
も

参
加
し
、
確
保
に
努
め
て
い

る
。

　

町
で
は
、
新
規
に
就
農
を

志
す
者
に
対
し
２
年
間
の
研

修
制
度
を
設
け
、
専
門
的

な
技
術
習
得
や
農
業
経
理
な

ど
、
町
内
の
専
業
農
家
の
協

力
を
得
て
進
め
て
い
る
。

地場産率の向上に努めたい

学校給食に地元農産物の使用を
求める問

答

問

問 問

就
農
希
望
者
の
募
集
、定
着

を

町
長

町
長

町
長

町
づ
く
り
の
観
点
か
ら
空

き
家
対
策
を

教
育
長

問

みやこ町空き家バンクみやこ町空き家バンク
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問
国
道
４
９
６
号
に
つ
い

て
、昨
年
６
月
に
ト
ン
ネ
ル
化

に
向
け
て
お
伺
い
し
た
が
、そ

の
後
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長　
大
分
県
中
津
市
山
国

ま
で
の
ト
ン
ネ
ル
化
の
要
望
を

今
年
度
８
月
の
別
府
・
耶
馬

渓・行
橋
ル
ー
ト
国
道
整
備
促

進
期
成
会
通
常
総
会
に
お
い

て
、整
備
促
進
事
業
計
画
の

承
認
を
頂
き
、１０
月
に
別
府・

耶
馬
渓・行
橋
ル
ー
ト
国
道
整

備
促
進
期
成
会
中
央
要
望
に

お
い
て
、国
土
交
通
省
、財
務

省
、国
会
議
員
に
要
望
活
動

を
行
っ
て
い
る
。今
後
も
引
き

続
き
要
望
し
て
い
く
。

問
豪
雨
以
降
、
通
行
止
め

と
な
っ
て
い
る
野
峠
の
復
旧

工
事
は
い
つ
ま
で
か
か
る
の

か
。

町
長　
福
岡
県
京
築
県
土
整

備
事
務
所
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、災
害
査
定
を
経
て
、現
在

は
用
地
買
収
ま
で
終
わ
り
、工

事
発
注
の
手
続
き
を
進
め
て

い
る
状
況
。復
旧
工
事
の
完
成

は
令
和
７
年
３
月
末
ま
で
か

か
る
見
込
み
で
あ
る
。

公
共
施
設
に
つ
い
て

問
犀
川
地
区
に
所
在
す
る

み
や
こ
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
い
こ
い
の
里
及
び
ユ
ー

タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
等
は
、使
用
料

金
に
加
え
て
、空
調
施
設
使

用
料
と
し
て
１
時
間
あ
た
り

の
料
金
を
設
定
し
て
い
る
よ

う
だ
が
、料
金
が
高
い
の
で
は

な
い
か
と
の
指
摘
が
あ
る
。今

後
の
見
直
し
は
検
討
出
来
な

い
か
。

町
長　

近
年
、人
件
費
や
光

熱
費
な
ど
の
上
昇
に
よ
り
施

設
運
営
に
必
要
な
経
費
は
増

加
し
て
い
る
。こ
う
し
た
傾
向

が
あ
る
中
、利
用
料
金
は
据
え

置
い
て
い
る
の
が
現
状
。

見
直
し
の
時
期
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
予
定
は
な
い

が
、適
時
、適
切
に
実
施
し
た

い
。

子
育
て
支
援
事
業
に
つ
い
て

問
町
内
在
住
の
高
校
生
等

に
対
す
る
支
援
と
し
て
公
共

機
関
を
利
用
す
る
際
の
定
期

券
に
対
す
る
補
助
を
考
え
る

こ
と
は
出
来
な
い
か
。

教
育
長　
本
町
で
は
９
割
以

上
の
高
校
生
が
町
外
の
学
校

に
通
っ
て
お
り
、そ
の
ほ
と
ん

ど
は
公
共
交
通
機
関
を
利
用

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。全
国

的
に
見
れ
ば
、通
学
定
期
の一

部
を
補
助
す
る
な
ど
の
支
援

を
行
っ
て
い
る
自
治
体
も
あ
る

よ
う
な
の
で
、そ
う
い
っ
た
先

行
事
例
に
つ
い
て
今
後
、調
査

研
究
し
て
み
た
い
。

岩
いわむら

村　宗
そういちろう

一郎　議員

国道４９６号のトンネル化について伺
う

今後も引き続き要望していく

問

答

問 問

問

問

公
共
施
設
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
事
業
に
つ
い
て

町
長

教
育
長

町
長

町
長

閉鎖中の野峠閉鎖中の野峠



みやこ町議会だより　第78号　18

動画はこちら

中
な か お

尾　昌
まさひろ

廣　議員

問
新
北
九
州
空
港
は
２４
時

間
運
用
可
能
な
物
流
拠
点
と

し
て
利
便
性
の
向
上
、地
元

経
済
の
活
性
化
を
目
指
し
て

い
る
。海
外
へ
の
輸
送
も
可
能

と
な
り
、農
林
産
物
の
輸
出

を
念
頭
に
お
き
、ア
ジ
ア
諸
国

へ
の
輸
出
拡
大
を
検
討
と
あ

る
。

　

筑
豊
で
は
、半
導
体
関
連

企
業
の
誘
致
を
目
指
し
て
大

規
模
な
工
業
団
地
を
整
備
す

る
動
き
が
相
次
い
で
い
る
。

　
み
や
こ
町
も
農
産
物
の
販

路
拡
大
や
学
校
跡
地
に
物
流

倉
庫
等
、企
業
誘
致
の
早
め

の
働
き
か
け
が
大
事
で
あ
る

が
動
き
を
問
う
。

町
長　

今
後
、農
産
部
門
で

も
販
路
拡
大
や
農
産
物
の
有

利
販
売
等
の
観
点
か
ら
、農

業
振
興
に
関
わ
る
計
画
の
中

に
取
り
入
れ
議
論
を
進
め
る
。

要
望
置
き
去
り
に
さ
れ
な

い
よ
う
、早
め
の
行
動
を
お
願

い
す
る
。

ケ
ア
ラ
ー
支
援
強
化
を

ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
が

制
定
さ
れ
た
。み
や
こ
町
も

老
老
世
帯
が
非
常
に
増
加
。

そ
の
中
、老
老
介
護
、認
認
介

護
等
も
増
加
し
て
い
る
。合

わ
せ
て
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
も

増
加
し
大
き
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
る
。我
が
町
の
現
状

と
対
策
を
問
う
。

町
長　
要
介
護
者
全
体
の
世

帯
に
占
め
る
老
老
介
護
世
帯

の
割
合
約
１７
パ
ー
セ
ン
ト
、要

介
護
約
６
世
帯
に
１
世
帯
と

な
って
い
る
。

　
厚
生
労
働
省
の
調
査
で
は
、

１
学
級
に
つ
き
１
～
２
の
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
が
い
る
可
能
性
が

あ
る
。

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
や
ケ
ア

ラ
ー
に
つ
い
て
知
っ
て
頂
く
と

共
に
相
談
窓
口
等
の
周
知
を

行
う
。

放
棄
地
活
用
に
つ
い
て

問
中
山
間
地
域
で
は
荒
廃

地
、耕
作
放
棄
地
、遊
休
地
等

年
々
増
え
続
け
て
い
る
。

　
無
為
無
策
の
ま
ま
で
は
手
の

つ
け
ら
れ
な
い
状
態
に
な
る
。

　
鳥
獣
や
害
虫
が
住
み
つ
き

近
隣
の
耕
作
農
地
に
大
き
な

悪
影
響
を
及
ぼ
し
用
水
路
が

潰
れ
大
き
な
災
害
の
要
因
と

も
な
る
。長
野
県
松
川
町
は
、

耕
作
放
棄
地
対
策
と
し
て
有

機
栽
培
農
家
と
学
校
給
食

の
取
り
組
み
が
町
の
活
性
化

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。ま
た
、

対
策
の
一つ
と
し
て
早そ
う
せ
い
ぎ
り

生
桐

の
植
林
が
注
目
さ
れ
成
長
が

早
く
５
年
で
１５
メ
ー
タ
ー
と

な
り
10
年
で
伐
採
で
き
る
。

桐
の
木
は
高
級
木
材
で
あ
る

事
か
ら
需
要
が
高
い
。ま
た
、

温
室
ガ
ス
吸
収
効
果
は
、ス

ギ
、ヒ
ノ
キ
の
数
倍
と
言
わ
れ

温
暖
化
対
策
に
有
効
と
も
い

う
。我
が
町
は
美
し
い
農
村

地
域
。こ
の
原
風
景
を
守
り

次
世
代
に
引
き
継
ぐ
の
が
私

達
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
で
あ

る
。早
急
な
る
対
策
を
問
う
。

町
長　
早
生
桐
の
木
の
特
性

や
栽
培
方
法
、木
材
の
利
用

方
法
等
を
調
査
し
み
や
こ
町

に
適
し
た
こ
と
が
分
か
れ
ば

広
く
周
知
す
る
。

農業振興に関わる計画の中に取り
入れ議論を進める

新北九州空港利活用について問

答

放
棄
地
活
用
に
つ
い
て

町
長

町
長

町
長

問

問

問

要
望

ケ
ア
ラ
ー
支
援
強
化
を

国土交通省九州地方整備局港湾空港部のホームページより国土交通省九州地方整備局港湾空港部のホームページより
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問
ど
ん
な
組
織
編
制
に
な
る

の
か
。

町
長  

こ
れ
ま
で
の
分
散
さ
れ

て
い
た
農
林
、商
工
、観
光
に

関
す
る
こ
と
を
横
断
的
な
施

策
の
立
案
や一体
的
な
事
業
の

推
進
が
図
ら
れ
る
。

問
農
業
は
食
料
安
全
保
障

の
上
か
ら
も
大
事
だ
。食
料

自
給
率
向
上
を
ど
う
取
り
組

む
の
か
。

町
長　
食
料
を
安
定
的
に
生

産
、供
給
す
る
農
業
は
非
常
に

重
要
な
こ
と
。農
業
は
町
の
重

要
な
産
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
く
。

問
来
年
度
に
町
が
取
り
組

む
農
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業

と
は
ど
う
い
う
も
の
か
。

農
林
業
振
興
課
長　
本
年
度

に
作
成
す
る
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
を

実
行
す
る
た
め
の
実
施
計
画
、

基
本
計
画
等
の
作
成
に
当
た

り
、外
部
の
方
の
意
見
を
頂
き

な
が
ら
進
め
て
い
く
た
め
の
も

の
。

問
改
正
食
品
衛
生
法
が
六

月
か
ら
完
全
実
施
さ
れ
る
。

基
準
を
満
た
す
加
工
施
設
を

持
た
な
い
人
が
直
売
所
へ
の

漬
物
な
ど
の
出
荷
が
で
き
な

く
な
る
。お
年
寄
り
の
楽
し
み

や
、生
き
が
い
が
な
く
な
る
。

町
長　
個
人
が
漬
物
生
産
を

続
け
て
い
く
に
は
負
担
が
大
き

い
と
感
じ
る
。

問
漬
物
類
の
加
工
場
に
つ
い

て
具
体
的
な
相
談
が
あ
っ
て

い
る
の
か
。

観
光
ま
ち
づ
く
り
課
長　
生

産
者
か
ら
補
助
金
な
ど
に
つ

い
て
県
の
保
健
所
や
町
、商
工

会
に
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
て
い

る
。

問
経
済
的
な
こ
と
を
含
め
、

何
か
手
立
て
を
考
え
て
い
る

の
か
。

副
町
長　
県
は
補
助
金
を
出

す
計
画
の
よ
う
だ
が
内
容
は

決
ま
っ
て
い
な
い
。町
と
し
て

も
支
援
を
考
え
て
い
く
。

問
都
市
計
画
は
ど
こ
ま
で
進

ん
で
い
る
か
。

町
長　
現
在
、２
０
１
号
線
バ

イ
パ
ス（
案
）の
都
市
計
画
決

定
及
び
、都
市
計
画
区
域
は

県
、関
係
者
と
協
議
を
重
ね
て

い
る
。

問
国
道
２
０
１
号
線
バ
イ
パ

ス
化
に
よ
る
プ
ラ
ス
と
マ
イ

ナ
ス
面
に
つ
い
て
ど
う
み
て
い

る
か
。

町
長　
プ
ラ
ス
面
は
暮
ら
し

の
利
便
性
向
上
、企
業
活
動

や
物
流
、救
急
搬
送
の
速
達

性
や
走
行
性
の
向
上
。マ
イ
ナ

ス
面
は
用
地
の
買
収
、そ
れ
に

伴
う
地
権
者
の
方
及
び
沿
線

周
辺
の
皆
様
に
負
担
を
か
け

る
こ
と
。現
国
道
２
０
１
号
に

つ
い
て
は
、交
通
量
の
減
少
に

よ
る
沿
線
に
並
ぶ
商
店
や
事

業
所
な
ど
への
影
響
が
少
な
く

な
る
よ
う
国
に
要
望
す
る
。

問
町
内
へ
の
企
業
誘
致
や
宅

地
開
発
を
ど
う
と
ら
え
て
い

る
か
。

町
長　
産
業
を
振
興
す
る
た

め
に
大
切
な
こ
と
だ
と
認
識

し
て
い
る
。

柿
か き の

野　義
よしなお

直　議員

産業振興課の目指すものは何か

町の産業振興を推進するための体
制強化

問

答

問問

問 問

問問問

問問

観
光
ま
ち
づ
く
り
課
長

町
長

農
林
業
振
興
課
長

町
長

町
長

町
長

副
町
長

町
長

町
長
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目
標
　
部
員
と
の
絆
を
深
め
、全
国
大
会
出
場
！

成
績

　
令
和
５
年 

①
高
文
連
全
国
大
会
囲
碁
部
門

　
　
　
　
　  

団
体（
福
岡
県
チ
ー
ム
）４
位

　
　
　
　  

②
福
岡
県
少
年
囲
碁
大
会

　
　
　
　
　 （
中
学
生
）優
勝

　
令
和
４
年 

①
高
文
連
全
国
大
会
囲
碁
部
門

　
　
　
　
　  

団
体（
福
岡
県
チ
ー
ム
）２
位

　
　
　
　  

②
全
国
高
校
囲
碁
選
手
権
出
場

　
　
　
　
　  

全
国
高
校
戦
初
大
会
６
位

　
　
　
　  

③
高
文
連
将
棋
県
大
会
個
人

　
　
　
　
　  

ベ
ス
ト
８

活
動
日・時
間

　
月・火・木・金
　
16
時
〜
17
時
30
分

部
員
数

　
高
３
　
４
名

　
高
２
　
２
名

　
高
１
　
７
名
予
定

　
　
　
　
　

高
校
部
長

　
中
野 

陽
貴 （
な
か
の 

は
る
き
）

　
高
校
3
年
生

魅
力

　
勉
強
す
る
た
び
に
成
長
が

   
感
じ
ら
れ
る

将
棋
の
個
人
目
標

　
2
級
な
の
で
二
段
取
得
が

   

個
人
的
な
目
標

趣
味 

　
御
朱
印
集
め

　
佐
賀
県
有
田
陶
山
神
社
の

   

御
朱
印
お
す
す
め

練
習
内
容

　
囲
碁
と
将
棋
の
基
礎
を
学
ぶ

   

為
に
専
門
書
を
読
む

　
実
践
形
式
の
対
局

中
学
部
長

　
栗
﨑 

大
輝（
く
り
さ
き 

だ
い
き
）

   

中
学
3
年
生

魅
力

　
部
員
が
と
て
も
仲
良
く
、

   

囲
碁
将
棋
が
楽
し
め
る
所

個
人
目
標

   

大
会
に
出
て
一
勝
し
た
い

趣
味
　
書
道

   

硬
筆
毛
筆
ど
ち
ら
も
や
り
ま
す

が
ん
ば
っ
ち
ょ
る

が
ん
ば
っ
ち
ょ
る！！！！

　ま
ず
は
、能
登
半
島
地
震
に
よ
る
被

災
者
の
方
々
へ
心
か
ら
の
お
見
舞
い

と
一
日
も
早
い
復
興
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

　新
人
議
員
と
し
て
一
年
が
過
ぎ
、ま

た
広
報
委
員
と
し
て
も
、様
々
な
経
験

を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　現
在
み
や
こ
町
で
は
、多
く
の
問
題

が
あ
り
ま
す
。特
に
、少
子
・
高
齢
化
に

起
因
す
る
人
口
減
少
問
題
で
す
。

　国
で
も
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
み
や
こ
町
で
喫
緊
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　「み
や
こ
」は「
中
心
」を
意
味
し
ま

す
。こ
こ
、み
や
こ
町
か
ら
、新
時
代
の

ま
ち
づ
く
り
を
と
い
う
希
望
も
込
め

て
、幅
広
い
世
代
が
住
み
よ
い
ま
ち
に

な
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
皆
様
に
分
か
り
や
す

く
議
会
内
容
を
お
伝
え
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

六
田

　一
美

委

　員

　長

　
　熊

　谷

　み
え
子

副 

委 

員 

長

　
　石

　松

　雄

　太

委

　
　
　員

　
　柿

　野

　義

　直

委

　
　
　員

　
　六

　田

　一

　美

委

　
　
　員

　
　柿

　野

　直

　子

委

　
　
　員

　
　松

　本

　
　
　潤

発
行
責
任
者

　
　田

　中

　勝

　馬

中
３
　
２
名

中
２
　
１
名

中
１
　
未
定

　
簡
単
な
目
標
を
立
て
て
、そ
の
目
標
を
達
成

　
で
き
る
よ
う
に
勉
強
す
れ
ば
、す
る
だ
け
実

　
力
が
つ
く
の
で
是
非
や
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

新
入
部
員
募
集
中
！！

育
徳
館
中
・
高
囲
碁
将
棋
部

す
え 

や
ま

6
月
の
議
会
定
例
会
は
、

6
月
3
日（
月
）開
会
予
定
で
す
。

議
会
傍
聴
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

や
っ
て
み
た
い
方
へ
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